
経営比較分析表（令和5年度決算）
埼玉県　朝霞市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A3 非設置 144,964 18.34 7,904.25 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

全体の指標としては健全な経営状況と言えるもの
の、老朽管更新工事等の建設改良工事を多く行っ
ていることから、企業債や減価償却費が増加して
おり企業の利益を圧迫することが懸念される。ま
た、令和4年10月に水道料金の改定を行ったもの
の、エネルギー価格や人件費の高騰により工事費
等が上昇していることや、令和８年度から県営水
道の料金改定が予定されていることから更なる経
費の削減や適正な料金水準について検討をしてい
く必要がある。

7,935.17 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 68.63 100.00 2,255 145,531

全体総括

18.34

①経常収支比率は水道利用加入の減少等により前
年度より4.83％減少し119.98％となっているが、
100％を上回り健全な経営状況と言える。
③流動比率は類似団体平均を下回っているものの
200％を超える水準を維持しており、短期債務に対
して十分な支払い能力を有している。
④企業債残高対給水収益比率は企業債による借入
が増加したことにより前年度より30.84％増加の
275.40％となった。長期的な経営への影響も考慮
しながら企業債の活用を検討していく必要があ
る。
⑤料金回収率は水道料金の減免をおこなったこと
等により、100％を下回った。
⑥給水原価は類似団体平均を下回る水準を維持し
ているが、減価償却費や委託料が増加したこと等
により前年度に比べ3.89円増加している。
⑦施設利用率は80％を超える水準で推移してお
り、効率的に施設を利用できている。
⑧有収率は前年度から低下したものの、類似単体
平均を上回る水準を維持している。引き続き漏水
調査など有収率の改善に努めていく。

2. 老朽化の状況について

老朽管の更新を進めており、③管路更新率が2％を
上回る水準となっている。その結果、①有形固定
資産減価償却率は類似団体平均を下回る状態を維
持しており、また、②管路経年化率についても類
似団体平均を下回る水準に改善している。

2. 老朽化の状況

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 1.34 1.14 0.64 2.21 2.01

平均値 0.66 0.67 0.62 0.60 0.58

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

130.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 119.15 118.00 114.06 124.81 119.98

平均値 112.82 111.21 111.89 109.99 110.20

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 41.93 42.81 43.74 44.00 43.63

平均値 48.69 49.62 50.50 51.28 51.95

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 23.09 22.63 23.64 23.73 23.12

平均値 18.26 19.51 21.19 22.64 24.49

①経常収支比率(％)

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

0.40

0.45

0.50

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.45 0.00 0.05

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 256.87 269.00 264.98 251.42 210.36

平均値 358.91 360.96 351.29 364.24 369.82

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 272.17 280.32 247.51 244.56 275.40

平均値 247.27 239.18 236.29 238.77 218.57

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 100.40 94.11 100.87 99.77 99.31

平均値 105.34 101.89 104.33 98.85 101.78

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 125.71 123.20 123.61 129.71 133.60

平均値 159.60 156.32 157.40 162.61 163.94

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 82.94 86.61 84.71 82.99 83.24

平均値 62.05 63.23 62.59 61.81 62.35

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

91.00

92.00

93.00

94.00

95.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 91.92 93.02 94.49 94.42 93.43

平均値 89.11 89.35 89.70 89.24 88.71

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.24】 【1.50】 【243.36】 【265.93】

【89.42】【59.81】【177.56】【97.82】

【52.02】 【25.37】 【0.62】



経営比較分析表（令和5年度決算）
埼玉県　朝霞市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

18.34 7,904.25 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Aa 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

144,964

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は100％を超えているが、財源の一
部は一般会計からの繰入金で補っている状況であ
る。
③流動比率は200％を上回っており、一年以内に支
払うべき債務に対する十分な支払い能力があるこ
とを示している。
④企業債残高対事業規模比率は、企業債の発行額
が増加傾向であるものの、その多くが雨水対策関
連（一般会計負担分）であることから、横ばいで
推移している。
⑤経費回収率は89.27％と100％を下回っており、
汚水処理費を使用料で賄うことができていないこ
とから、適切な使用料の水準等について検討をす
る必要がある。
⑥汚水処理原価は委託料や修繕費の増加により
1.84円増加したものの、類似団体平均、全国平均
と比較し、低い状態を維持しており、効率的な経
営ができている。
⑧水洗化率
類似団体平均、全国平均を上回る水準にあるが、
未接続世帯の減少を図るため、今後も継続的に啓
発活動を行っていく。

資金不足比率(％)

- 81.58 97.89 85.54 1,155

自己資本構成比率(％)

142,461 11.02 12,927.50 【】 令和5年度全国平均

①有形固定資産減価償却率は、類似団体平均や全
国平均より低い値で推移しているが、これは、法
適用前に減価償却された資産が累計額として計上
されていないことによるもので、供用開始から40
年以上が経過し老朽化は進んでいる。
③管渠改善率は平均値を下回っているが、本市で
は、下水道施設の計画的な改修・更新のため、平
成29年度からストックマネジメント事業に取り組
んでおり、今後も計画に基づき、施設の適切な維
持管理を行っていく。

2. 老朽化の状況

全体総括

全体の指標としては健全な経営状況と言えるもの
の、経費回収率が100％を下回り、一般会計からの
繰入金などで財源を賄っている状況である。ま
た、令和７年度から荒川右岸流域下水道維持管理
負担金が改定されることとなっており、経営への
影響が懸念されることから、更なる経費の削減や
適切な使用料水準を検討していく必要がある。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.91】 【3.03】 【78.43】 【630.82】

【95.91】【58.94】【138.75】【97.81】

【41.09】 【8.68】 【0.22】


